
２
月
26
日
、
九
州
森
林
管
理
局

２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
当
局
主

催
に
よ
る
「
九
州
森
林
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
シ
カ
に
よ

る
人
工
林
で
の
剥
皮
被
害
に
加
え
、

天
然
林
に
お
い
て
は
下
層
植
生
が
広

範
囲
に
食
害
を
受
け
て
い
る
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希

少
種
の
絶
滅
や
種
の
多
様
性
の
観
点

か
ら
も
被
害
は
危
機
的
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
増
え
す
ぎ
た
シ

カ
に
よ
る
林

業
や
森
林
の

生
物
多
様
性

に
及
ぼ
す
危

機
的
な
状
況

等
に
つ
い
て
、

専
門
家
か
ら

報
告
を
い
た

だ
き
、
こ
れ

ら
に
関
す
る

情
報
の
交
換
・

共
有
化
を
図

る
と
と
も
に
、

対
応
策
等
に

つ
い
て
考
え

る
も
の
で
、

関
係
者
を
含

め
約
１
８
０

人
の
方
々
が

参
加
し
ま
し

た
。は

じ
め
に
、

沖
修
司
九
州
森
林

管
理
局
長
が
主
催

者
挨
拶
。
そ
の
後
、

宮
城
勇
朗
九
州
森

林
管
理
局
計
画
部

長
を
は
じ
め
６
者

に
よ
る
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
九
州

に
お
け
る
シ
カ
対
策
な
ど
に
つ
い
て

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
は
じ
め
に
宮
城
勇
朗

九
州
森
林
管
理
局
計
画
部
長
が
、
九

州
に
お
け
る
シ
カ
被
害
と
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
報
告
。
続
い
て
、
矢
部

恒
晶
（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
九
州

支
所
森
林
動
物
研
究
グ
ル
ー
プ
長
が
、

九
州
の
シ
カ
の
生
態
と
生
息
状
況
に

つ
い
て
、
南
谷
忠
志
宮
崎
植
物
研
究

会
会
長
が
、
シ
カ
が
生
物
多
様
性

（
植
物
）
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

三
枝
豊
平
九
州
大
学
名
誉
教
授
が
、

シ
カ
が
生
物
多
様
性
（
昆
虫
）
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
三
原
義
之
熊

本
県
球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

長
が
、
球
磨
地
域
に
お
け
る
シ
カ
対

策
の
現
状
に
つ
い
て
、
最
後
に
羽
澄

俊
裕
（
株
）
野
生
動
物
保
護
管
理
事

務
所
代
表
取
締
役
が
、
シ
カ
の
個
体

数
管
理
に
関
す
る
取
組
事
例
に
つ
い

て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
中
村
松
三
（
独
）
森

林
総
合
研
究
所
九
州
支
所
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
に
迎
え
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
は
、
報
告
を
さ
れ
た
６
人
に
入
舟

安
行
熊
本
県
猟
友
会
上
球
磨
支
部
長

と
中
園
敏
之
（
株
）
九
州
自
然
環
境

研
究
所
代
表
取
締
役
が
加
わ
り
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

「
増
え
す
ぎ
た
シ
カ
の
影
響
と
今
後

の
対
応
策
」
に
つ
い
て
討
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
か
ら
も
、

シ
カ
が
森
林
機
能
に
与
え
て
い
る
影

響
及
び
対
処
法
、
九
州
脊
梁
山
地
に

お
け
る
植
物
の
保
護
、
事
前
の
意
見

等
の
中
で
も
、
貴
重
な
植
物
の
保
護
、

皆
伐
後
に
お
け
る
食
害
防
護
対
策
、

捕
獲
時
期
の
あ
り
方
な
ど
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
入

口
に
は
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
状

況
や
、
シ
カ
対
策
に
お
け
る
九
州
森

林
管
理
局
の
今
後
の
取
組
な
ど
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
林
業
、
農
業
、
森
林
生

態
系
、
生
物
多
様
性
へ
の
被
害
が
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
認
識
の

共
有
が
図
ら
れ
た
こ
と
。
対
策
に
は

効
果
的
・
効
率
的
な
捕
獲
に
よ
り
シ

カ
の
個
体
数
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
こ
と
。
効
果
的
・
効
率
的

な
捕
獲
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は

お
の
お
の
の
地
域
に
お
い
て
関
係
機

関
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
。
を
確
認
し
、
終
了
し
ま

し
た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）

- 1 -

平成22年3月10日

No １６５８

(２０１０年)

中村支所長をコーディネータにパネルディスカッションを行う参加者



【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
宮
崎
県

椎
葉
村
、
熊
本
県
泉
村
に
ま
た
が
る

白
鳥
山
周
辺
の
国
有
林
内
で
イ
チ
イ

の
保
護
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
近
年
異
常
に
増
え
た
シ
カ
の
食

害
か
ら
イ
チ
イ
の
木
を
守
ろ
う
と
行
っ

た
も
の
。
当
日
は
熊
本
南
部
署
職
員
、

大
国
見
会
会
員
、
椎
葉
村
職
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
15
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
署
職
員
が
バ
ー
ク
ガ
ー
ド

（
樹
皮
保
護
カ
バ
ー
）
の
設
置
方
法

を
説
明
後
、
２
班
に
分
か
れ
て
直
径

20
㌢
～
１
㍍
50
㌢
の
イ
チ
イ
の
木
72

本
に
保
護
カ
バ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

小
雨
の
中
で
作
業
で
し
た
が
、
設
置

を
終
え
た
一
行
は
公
民
館
で
意
見
交

換
会
を
行
い
、
今
後
も
お
互
い
に
協

力
し
な
が
ら
森
林
の
保
護
に
努
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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宮
崎
市
内
に
所
在
し
、
年
間
を
通

じ
て
登
山
者
の
多
い
双
石
山(

ぼ
ろ

い
し
や
ま)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
双
石
山
は
標
高
５
０
９
㍍
で

あ
り
、
南
北
に
岩
稜
の
尾
根
を
も
つ

低
山
で
す
。
こ
の
岩
稜
の
西
側
に
は
、

天
然
記
念
物
・
林
木
遺
伝
資
源
保

存
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ツ
ブ
ラ

ジ
イ
、
タ
ブ
ノ
キ
お
よ
び
シ
イ
、
カ

シ
な
ど
を
主
と
す
る
照
葉
樹
林
と
、

奇
岩
・
絶
壁
か
ら
な
る
独
特
な
地

形
の
自
然
美
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
山
の
東
側
に
は
加
江
田
渓

谷
を
挟
み
斟
鉢
山(

ぐ
ん
ぱ
ち
や
ま)

を
は
じ
め
と
す
る
徳
蘇(

と
く
そ)

山
系
の
山
並
が
南
北
に
連
な
り
ま

す
。
こ
の
一
帯
は
県
立
公
園
に
指
定

さ
れ
、
宮
崎
自
然
休
養
林
と
し
て
、

宮
崎
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が

訪
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
双
石
山
に
登
る
コ
ー
ス
は
多

数
あ
り
ま
す
が
、
最
も
登
山
者
が
多

い
の
は
山
頂
西
側
の
県
道
宮
崎
北

郷
線
（
県
道
27
号
線
）
沿
い
に
あ
る

塩
鶴
登
山
口
と
小
谷
登
山
口
か
ら

登
る
片
道
１
時
間
半
程
度
の
コ
ー
ス

で
す
。
磐
窟(

い
わ
や)

神
社
、
空
池
、

展
望
所
な
ど
見
所
も
多
く
、
自
然
美

を
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
県
道

沿
い
に
は
姥
ケ
嶽(

う
ば
が
た
け)

神
社
を
経
由
で
き
る
50
分
程
度
の

最
短
コ
ー
ス
が
九
平
登
山
口
か
ら
あ

り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
登
山
入
口
脇
に

採
水
場
所
も
あ
り
、
下
山
時
の
疲
れ

を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
西
側
の
コ
ー
ス
は
比
較
的
緩

や
か
に
登
り
始
め
ま
す
が
、
岩
稜
手

前
で
は
急
峻
に
な
り
、
登
山
者
泣
か

せ
の
難
所
が
あ
り
ま
す
。

一
方
東
側
か
ら
上
る
コ
ー
ス
は
、

丸
野
駐
車
場
か
ら
椿
山
キ
ャ
ン
プ
場

側
の
駐
車
場
ま
で
の
加
江
田
渓
谷

に
沿
っ
て
遊
歩
道
が
あ
り
、
こ
の
歩

道
か
ら
山
頂
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い

く
コ
ー
ス
が
複
数
あ
り
ま
す
。

遊
歩
道
は
営
林
署
時
代
の
ト
ロ
ッ

コ
軌
道
で
あ
り
、
そ
の
名
残
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
緩
や
か
な
勾
配
で
散

策
者
も
多
く
、
渓
谷
探
索
・
登
山
と

い
う
者
は
満
喫
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
獣
道
や
一
部
の

者
し
か
存
知
な
い
脇
道
な
ど
も
多

く
、
遭
難
事
故
な
ど
も
多
く
起
き
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
登
山
者
は
、

余
裕
あ
る
計
画
と
充
分
な
注
意
を

行
い
楽
し
い
登
山
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

最
後
に
今
回
の
紹
介
に
あ
た
り
、

管
理
施
設
以
外
も
簡
単
に
取
り
上

げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
ご
了

承
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

宮
崎
森
林
管
理
署

宮
崎
森
林
事
務
所

森
林
官

河
村

健

斟鉢山から日向灘を望む

双石山（標高509㍍）

加江田渓谷

保護カバーを設置する参加者＝宮崎北部

遊歩道（営林署時代のトロッコ軌道跡）



【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
鹿
児
島

市
下
福
元
町
の
県
道
20
号
沿
い
の
権

現
ヶ
尾
国
有
林
内
に
お
い
て
、
鹿
児

島
市
の
協
力
を
得
て
ク
リ
ー
ン
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
職
員
22
人

が
参
加
。
急
傾
斜
地
に
捨
て
ら
れ
た

テ
レ
ビ
や
ア
ン
プ
、
タ
イ
ヤ
や
車
の

座
席
、
瓶
・
缶
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ゴ
ミ

を
一
つ
一
つ
拾
い
集
め
、
リ
レ
ー
方

式
で
道
ま
で
運
び
上
げ
ま
し
た
。
ゴ

ミ
は
約
２
ト
ン
に
上
り
、
市
の
車
２

台
に
積
み
込
み
回
収
し
ま
し
た
。
そ

の
後
参
加
者
は
、
注
意
標
識
の
設
置

や
ロ
ー
プ
を
張
る
な
ど
の
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
活
動
を

続
け
な
が
ら
不
法
投
棄
防
止
に
対
す

る
国
民
の
意
識
の
高
揚
と
森
林
・
緑

の
大
切
さ
を
訴
え
る
た
め
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
種
子
島

の
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
保
全
の
会
の
要

請
を
受
け
、
種
子
島
の
小
学
生
と
担

当
教
諭
を
含
め
た
24
人
を
対
象
に
森

林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
高
速
船
や

バ
ス
を
乗
り
継
い
で
当
署
へ
到
着
し

た
児
童
ら
は
、
疲
れ
も
見
せ
ず
森
林

の
役
割
な
ど
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、

積
極
的
に
質
問
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
庁
舎
内
を
見
学
。
署
長
室

で
は
、
ヤ
ク
ス
ギ
の
板
や
テ
ー
ブ
ル

に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
署
長

か
ら
九
州
間
伐
紙
の
名
刺
を
も
ら
っ

た
児
童
は
、
友
達
に
自
慢
げ
に
見
せ
、

大
切
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
午

後
は
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
に
移
動
し
、

屋
久
島
環
境
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
職

員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
林
内
を
散

策
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
樹
齢
数

千
年
の
屋
久
杉
を
は
じ
め
苔
む
し
た

森
や
着
生
植
物
な
ど
の
大
自
然
と
歴

史
の
織
り
な
す
原
生
林
に
触
れ
、
太

鼓
の
世
界
に
酔
い
し
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
帰
り
に
、
日
陰
に
残
っ
て

い
た
残
雪
を
目
に
し
た
児
童
ら
は

「
初
め
て
見
た
」
と
興
奮
し
た
様
子

で
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
元
気
い
っ

ぱ
い
の
森
林
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
児
童
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
な

事
が
勉
強
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
言
葉

を
い
た
だ
き
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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私
た
ち
「
九
重
の
自
然
を
守
る

会
」
は
来
年
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

こ
の
会
の
創
立
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
九
州
横
断
道
路
の

建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き

で
し
た
。
完
成
後
、
登
山
者
が
急

増
し
、
観
光
客
も
増
え
て
山
で
の

遭
難
や
植
物
の
盗
掘
等
の
問
題
が

起
こ
る
の
で
は
？
と
言
う
懸
念
か

ら
で
し
た
。
そ

こ
で
地
元
の
人
々

が
中
心
と
な
り
、

行
政
、
と
り
わ

け
営
林
署
と
厚

生
省
国
立
公
園

部
の
当
時
の
担
当
官
の
方
々
に
も

参
画
い
た
だ
き
、
こ
の
会
が
立
ち

上
げ
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
半

世
紀
も
前
の
こ
と
で
す
。

本
会
で
は
、
九
重
の
登
山
者
の

安
全
確
保
と
自
然
の
保
護
を
主
な

目
的
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、
自
然
に

親
し
む
運
動
も
展

開
し
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
雨
ケ
池

登
山
コ
ー
ス
の
エ

リ
ア
の
一
部
を
営

林
署
よ
り
借
用
し
、

鳥
の
巣
箱
や
樹
名

板
を
設
置
し
て
、

国
有
林
の
中
を
自

然
の
学
習
の
場
と

し
た
の
が
、
今
の

自
然
観
察
路
の
始

ま
り
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
創
立

当
初
か
ら
、
私
た
ち
と
森
林
管
理

署
と
の
絆
は
強
く
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

森
林
の
保
全
、
登
山
道
の
整
備
、

毎
年
行
わ
れ
る
植
樹
祭
、
牧
ノ
戸

峠
の
植
生
調
査
と
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
の
植
樹
は
、
地
元
玖
珠
農
高
の

生
徒
諸
君
も
熱
心
に
そ
の
調
査
研

究
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

自
然
は
常
に
災
害
と
背
中
合
わ
せ

で
そ
の
管
理
は
困
難
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
自
然
が
保
た
れ
て
こ
そ

動
植
物
の
営
み
が
あ
り
、
私
た
ち

の
生
活
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
の
で
す
。

こ
こ
九
重
に
は
毎
年
多
く
の
人

達
が
こ
の
美
し
い
自
然
を
求
め
て

来
訪
し
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
方
々

が
観
察
路
の
木
道
を
歩
き
、
草
花

を
愛
で
小
鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
、

「
ま
た
九
重
に
行
き
た
い
。
」
と

思
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち

「
九
重
の
自
然
を
守
る
会
」
は
、

今
日
も
林
の
中
で
楽
し
み
な
が
ら

汗
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

九州の自然を守る会

副会長

船津武士さん

捨てられたゴミを拾い集める職員ら＝鹿児島

↑
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
児
童
ら＝

屋
久
島



【
熊
本
森
林
管
理
署
】
小
萩
園
を

市
民
に
愛
さ
れ
る
桜
銘
花
木
園
と
し

て
再
生
さ
せ
る
た
め
、
「
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
の
森
」
制
度
を
活
用
し
、
誕

生
や
入
学
、
卒
業
、
結
婚
な
ど
の
記

念
と
な
る
よ
う
、
公
募
型
に
よ
る

「
第
３
回
サ
ク
ラ
記
念
植
樹
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
く
ま
も
と

自
然
休
養
林
金
峰
山
地
区
保
護
管
理

協
議
会
事
務
局
長
を
迎
え
、
50
組
の

応
募
者
約
１
８
０
人
が
参
加
し
、
松

月
な
ど
の
サ
ク
ラ
５
品
種
52
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。
標
柱
に
は
「
還
暦
を

記
念
し
て
す
べ
て
の
人
に
感
謝
。
入

学
記
念
一
年
生
う
れ
し
い
な
。
み
ん

な
の
サ
ク
ラ
記
念
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
ぜ
ひ
家
族
み
ん
な
で
花

見
に
来
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
好
評
の
記
念
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。
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森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
（
宮
崎
市
高

岡
町
）
で
は
、
去
川
国
有
林
内
に
お

い
て
、
森
林
管
理
署
や
九
州
各
県
の

林
業
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
参
加

し
て
、
森
林
総
合
研
究
所
（
茨
城
県

つ
く
ば
市
）
が
開
発
し
た
自
動
耕
耘

植
付
機
と
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
チ
ュ
ー

ブ
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
え
付
け

作
業
実
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
自
動
耕
耘
植
付
機
に
よ
る
実

証
試
験
は
、
平
成
21
年
度
技
術
開
発

に
係
る
重
点
課
題
「
高
性
能
林
業
機

械
・
コ
ン
テ
ナ
苗

を
活
用
し
た
低
コ

ス
ト
育
林
に
向
け

た
実
証
試
験
」
の

現
地
植
え
付
け
作

業
の
一
環
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
育
林
作
業
で
は
、
高

成
長
苗
・
大
苗
の
植
栽
、
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー

ブ
の
活
用
な
ど
の
対
策
は
行
わ
れ
て

来
た
も
の
の
、
労
働
強
度
の
軽
減
を

図
り
、
併
せ
て
コ
ス
ト
削
減
も
可
能

と
な
る
抜
本
的
な
対
応
が
遅
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
育
林
部
門
で
の
高
性

能
林
業
機
械
及
び
コ
ン
テ
ナ
苗
の
実

用
化
に
向
け
た
実
証
試
験
を
行
い
、

現
場
で
の
導
入
に
向
け
た
改
良
・
開

発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
伐
採
か
ら

保
育
ま
で
の
各
種
作
業
因
子
、
作
業

形
態
の
把
握
・
分
析
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
安
全
か
つ
労
働
強
度
の
軽
減

と
高
効
率
化
さ
れ
た
育
林
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
こ
と
を
目
標
に
技
術
開

発
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
実
証
試
験
で
は
、
自
動

耕
耘
植
付
機
が
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
を

送
る
装
置
、
各
検
知
セ
ン
サ
ー
、
植

え
る
速
さ
な
ど
を
確
か
め
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
実
用
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
関
心
の
高
さ

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

（担
当
＝
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
）

熊
本
城
内
の
一
角
に
あ
る
監
物
台

樹
木
園
の
み
ど
り
の
交
流
館
で
、
今

年
度
最
後
と
な
る
第
６
回
実
践
・
公

開
講
座
「
竹
細
工
」
を
開
き
ま
し
た
。

同
講
座
に
は
26
人
が
参
加
。
熊
本

県
伝
統
工
芸
館
竹
細
工
サ
ー
ク
ル
の

方
々
９
人
を
講
師
に
招
き
、
見
た
目

に
も
美
し
い
「
四
つ
目
の
竹
か
ご
」

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
師
の
説
明
後
、
参
加
者
は
早
速

竹
ひ
ご
の
編
み
込
み
を
ス
タ
ー
ト
。

交
じ
り
合
う
よ
う
に
編
ん
で
い
く
こ

と
は
と
て
も
難
し
く
、
参
加
者
の
ほ

と
ん
ど
が
こ
の
作
業
で
午
前
中
の
時

間
を
費
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
縁
の
仕
上
げ
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。
縁
を
切
り
取
り
、

形
を
整
え
て
い
く
と
完
成
は
も
う
間

近
で
す
が
、
多
く
の
参
加
者
が
四
苦

八
苦
し
て
い
る
様
子
。
し
か
し
、
そ

こ
は
講
師
の
腕
の
見
せ
所
。
参
加
者

へ
の
手
助
け
を
行
う
と
、
遅
れ
が
目

立
っ
て
い
た
方
の

竹
か
ご
も
い
つ
の

ま
に
か
綺
麗
に
仕

上
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

作
品
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
一
所
懸

命
な
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
時
間
を
忘

れ
竹
か
ご
作
り
に
夢
中
と
な
り
、
講

座
は
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
の
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
で
も
ビ
ッ

ク
リ
の
出
来
映
え
。
長
く
使
っ
て
い

き
た
い
。
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
作
り
方
は
教
え
て
い

た
だ
い
た
の
で
必
ず
我
が
家
で
仕
上

げ
て
み
せ
る
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
、
竹
の
魅
力
を
再
認
識
し
た
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

（担
当
＝
指
導
普
及
課
）

植付け作業を見学＝森林技術センター

竹かご作りに挑戦する参加者と講師

サクラの記念植樹をする親子＝熊本



【
北
薩
森
林
管
理
署
】
当
署
と
薩
摩

川
内
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
と
の
共
催

で
、
今
回
14
回
目
と
な
る
「
唐
浜
白
砂

青
松
の
森
づ
く
り
」
植
樹
を
薩
摩
川
内

市
唐
浜
海
岸
で
行
い
ま
し
た
。
当
地
域

は
近
年
、
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
「
松
林
の

再
生
」
を
目
指
し
、
地
元
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
。

寒
風
の
吹
く
冬
空
の
中
参
加
者
は
、
松

林
再
生
を
願
い
、
１
１
５
０
本
の
抵
抗

性
ク
ロ
マ
ツ
を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
岸
林
の
ク
リ
ー
ン
活
動
も

併
せ
て
行
い
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

【
西
都
児
湯
森
林
管
理
署
】
西
都
市

立
茶
臼
原
小
学
校
５
・
６
年
生
の
み
ど

り
の
少
年
団
27
人
が
保
護
者
ら
と
一
緒

に
木
工
品
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
子
供
た
ち
に
森
林
教
室
や
木

工
品
作
り
を
通
じ
て
木
の
ぬ
く
も
り
や

緑
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も

に
、
木
材
の
需
要
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
西
都
木
青
会
、
西
都
市
お

よ
び
林
活
議
連
と
の
協
働
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
み
ど
り
の
少
年
団
員
は

地
元
産
ス
ギ
材
を
使
い
保
護
者
や
職
員

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
真

剣
な
表
情
で
本
棚
や
椅
子
な
ど
の
作
品

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
「
お
倉
ヶ

浜
ふ
れ
あ
い
の
森
」
に
お
い
て
、
日
向

市
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
る
会
と
共
催

に
よ
る
植
樹
行
事
お
よ
び
自
然
環
境
会

を
開
き
ま
し
た
。
地
元
の
子
供
会
を
は

じ
め
約
70
人
が
参
加
し
抵
抗
性
マ
ツ
２

０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。
親
子
で
参
加

し
た
家
族
は
、
ス
コ
ッ
プ
や
鍬
を
使
い

な
が
ら
丁
寧
に
植
え
付
け
、
苗
木
の
横

に
自
分
の
名
前
を
入
れ
た
白
杭
を
笑
顔

で
立
て
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
自

然
を
守
る
会
の
大
野
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
「
自
然
環
境
教
室
」
を

実
施
。
マ
ツ
が
枯
れ
る
仕
組
み
や
防
潮

林
と
し
て
の
役
割
、
海
岸
林
内
の
植
物

に
つ
い
て
の
話
に
、
参
加
者
は
認
識
を

新
た
に
し
た
様
子
で
し
た
。
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こ
ん
な
夢
を
見
た
。

新
規
採
用
職
員
の
研
修
に
講
師
を

依
頼
さ
れ
る
と
い
う
。
内
容
は
「
森

の
生
態
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講

義
し
て
欲
し
い
、
そ
う
言
わ
れ
て
分

厚
い
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
本
を
手
渡
さ

れ
た
。
見
る
か
ら
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
本
で
、
と
て
も
こ
の
内
容
を
講
義

す
る
の
は
難
儀
だ
と
、
冷
や
汗
を
か

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
目
を
覚
ま
し
た
。

け
し
て
寝
覚
め
の
良
い
朝
で
は
な

い
、
昨
晩
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
悪
戯
な

の
か
と
思
っ
た
り
も
し
た
。
け
れ
ど
、

何
で
こ
ん
な
夢
を
見
た
の
だ
ろ
う
、

い
ろ
い
ろ
考
え
を
巡
ら
せ
て
み
る
と
、

最
近
、
寝
る
前
に
読
ん
で
い
る
本
が

思
い
当
た
っ
た
。

あ
る
方
か
ら
、
当
局
の
職
員
だ
っ

た
方
が
書
か
れ
た
古
い
本
の
話
を
聞

き
い
た
。
と
て
も
興
味
深
く
、
是
非

読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
昭
和
40
年
代
初
め
の
本
な
の
で

な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
た
が
、

思
い
は
通
じ
る
も
の
で
、
お
持
ち
に

な
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
貸
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
そ
の
本
と
は
、
我
々
の
先

輩
で
あ
る
清
水
正
幸
氏
が
書
か
れ
た

「
官
林
風
土
記
」
と
い
う
本
で
あ
る
。

担
当
区
主
任
（
今
の
森
林
官
）
と
し

て
現
場
に
勤
務
さ
れ
た
著
者
が
、
そ

の
経
験
に
基
づ
い
て
綴
っ
た
林
業
最

前
線
の
姿
で
、
そ
こ
に
は
官
林
（
国

有
林
）
の
山
々
と
と
も
に
暮
ら
し
て

い
る
人
々
が
、
生
き
生
き
と
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
で
暮
ら
し

な
が
ら
山
づ
く
り
に
懸
命
に
取
り
組

ん
だ
先
輩
達
の
生
き
様
も
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
本
を
読
ん
で
、

こ
れ
は
「
風
土
記
」
と
し
て
い
る
け

れ
ど
、
ま
さ
に
「
山
の
生
態
学
」
と

も
言
え
る
な
と
も
思
っ
た
。
そ
ん
な

読
後
感
か
ら
、
こ
ん
な
夢
の
啓
示
と

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
数
年
、
国
有
林
を
巡
る
状
況

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、

特
に
今
年
は
大
き
な
変
化
の
年
に
な

り
そ
う
で
あ
る
。
「
万
物
は
流
転
す

る
」
と
の
言
葉
の
よ
う
に
、
世
の
中

が
流
れ
、
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
止

め
よ
う
の
な
い
こ
と
で
、
私
た
ち
も

そ
れ
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
に
あ
っ

て
も
、
変
わ
ら
ず
に
保
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
一
つ
に
は
、

「
官
林
風
土
記
」
に
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
、
地
域
と
と
も
に
山
づ
く
り

に
か
け
た
先
輩
達
の
気
概
や
こ
こ
ろ

ざ
し
な
ど
、
い
わ
ば
「
国
有
林
ス
ピ

リ
ッ
ツ
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
私
た
ち
が
引
き
継
ぎ
、

次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
是
非
と
も

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
活
力
に

あ
ふ
れ
た
山
村
と
、
補
助
金
の
い
ら

な
い
林
業
を
目
指
し
て
。

な
お
、
冒
頭
の
夢
の
話
は
出
来
す

ぎ
、
作
り
話
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
本
当
の
話
で
あ
る

こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

（
森
林
整
備
部
長

大
貫

肇
）

なかよく植樹をする親子＝北薩

なかよく植樹する親子＝宮崎北部

作品作りに夢中な児童ら＝西都児湯



熊
本
市
立
池
田
小
学
校
６
年
の
前

田
さ
ん
、
野
口
さ
ん
の
２
人
の
児
童

が
当
局
を
訪
れ
大
切
に
育
て
た
サ
ク

ラ
ソ
ウ
の
鉢
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し

た
。同

小
学
校
で
は
「
花
を
育
て
る
こ

と
で
、
児
童
の
心
を
育
て
る
。
花
を

贈
呈
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
も
つ
・
・
な
ど
」
を
目
的
に

保
護
者
の
方
々
か
ら
な
る
「
み
ど
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
同
小
の
緑
化

推
進
委
員
会
の
児
童
が
協
力
し
、
毎

年
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

今
回
贈
呈
い
た
だ
い
た
花
は
、
作

年
６
月
に
種
を
蒔
き
、
８
カ
月
を
か

け
大
切
に
育
て
き
た
も
の
。
幼
稚
園

や
保
育
園
と
の
交
流
会
や
１
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
と
の
給
食
会
な
ど
、

学
校
行
事
の
祭
に
配
ら
れ
地
域
の
方
々

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

贈
呈
い
た
だ
い
た
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は

局
広
報
室
に
飾
ら
れ
来
庁
さ
れ
る
方
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
熊
本
森
林
管
理
署
】
当
署
と
山

都
町
の
共
催
で
自
然
愛
護
の
心
と
緑

豊
か
な
故
郷
づ
く
り
へ
の
意
識
を
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ
て
い
こ
う
と
本
年

も
愛
林
駅
伝
を
開
き
ま
し
た
。
当
駅

伝
は
、
昭
和
13
年
に
始
り
今
回
で
55

回
を
数
え
ま
す
。
「
愛
林
」
と
名
の

付
く
駅
伝
は
、
今
や
全
国
で
た
だ
一

つ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
レ
ー
ス
に
は

山
都
町
、
嘉
島
町
、
益
城
町
、
甲
佐

町
の
６
校
か
ら
中
学
２
年
生
９
チ
ー

ム
が
参
加
。
矢
部
地
区
中
心
街
を
巡

回
す
る
８
区
間
２
４
・
７
㌔
で
競
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
恵
ま
れ
、
６
人
が
区
間
賞
を
獲

得
し
た
甲
佐
中
が
２
位
以
下
を
大
き

く
引
き
離
し
優
勝
を
果
た
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
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暖
地
の
海
岸
近
く
に
生
え
る
常
緑

広
葉
樹
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
暖
地

で
あ
れ
ば
海
岸
近
く
で
な
く
て
も
分

布
し
て
い
ま
す
。
モ
ッ
コ
ク
は
葉
の

先
端
が
丸
く
葉
の
基
部
が
く
さ
び
形

（
楕
円
状
倒
卵
形
）
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
意
識
し
て
観
察
す
る
と
比
較

的
容
易
に
覚
え
る
こ
と
の
で
き
る
樹

木
で
す
。

葉
の
付
き
方
は
枝
の
先
に
放
射
状

に
付
く
こ
と
か
ら
輪
生
、
束
生
に
見

え
ま
す
が
厳
密
に
は
互
生
で
す
。

モ
ッ
コ
ク
は
、
手
入
れ
し
な
く
て

も
端
正
な
樹
形
に
な
る
こ
と
か
ら
、

庭
の
造
園
木
と
し
て
好
ん
で
使
わ
れ
、

き
わ
め
て
普
通
な
庭
木
で
す
。
造
園

木
と
し
て
は
江
戸
時
代
に
「
江
戸
五

木
」
の
中
に
モ
ッ
コ
ク
は
入
っ
て
お

り
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

モ
ッ
コ
ク
の
名
前
は
セ
ッ
コ
ク

（
石
斛
・
蘭
の
一
種
）
に
花
の
様
子
、

花
の
匂
い
が
似
て
お
り
、
樹
木
で
あ

る
こ
と
か
ら
モ
ッ
コ
ク
（
木
斛
）
に

な
っ
た
な
ど
の
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、

確
か
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
は
林
道
脇
や
庭
木
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
か
ら
陽
樹
と
思
っ
て
い
た

が
、
今
回
調
べ
た
ら
「
中
陽
樹
」
と

解
説
が
あ
っ
た
の
で
驚
い
た
。

樹
木
園
に
は
中
央
東
側
に
胸
高
直

径
20
㌢
、
樹
高
３
㍍
の
モ
ッ
コ
ク
が

あ
る
。

池田小児童からサクラソウの贈呈

一斉にスタートする生徒＝熊本

第
21
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
バ

ン
ク
ー
バ
大
会
が
閉
幕
し
た
。
も
う

一
方
の
開
催
地
の
名
で
開
か
れ
る
夏

季
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
ひ
と
味
違

う
楽
し
み
が
あ
っ
た
。
幸
い
に
し
て

テ
レ
ビ
で
観
戦
す
る
時
間
が
い
つ
も

よ
り
あ
っ
た
こ
と
だ
▼
日
本
は
銀
３
・

銅
２
の
５
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
る

結
果
で
あ
っ
た
。
金
メ
ダ
ル
が
今
一

歩
の
と
こ
ろ
で
逃
が
す
競
技
も
あ
り
、

次
回
の
大
会
に
は
ぜ
ひ
頂
点
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
▼
小

生
は
こ
の
３
月
31
日
で
現
役
の
勤
務

が
閉
幕
す
る
。
現
役
生
活
40
年
間
、

10
ヶ
所
の
局
・
署
で
勤
務
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
中
で
培
っ
た
色
々
な

経
験
と
知
識
は
金
メ
ダ
ル
以
上
に
値

す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
行
く
先
々
の
勤
務
地
で
出
会

え
た
人
と
の
繋
が
り
は
今
後
の
人
生

生
活
の
中
で
大
い
に
役
立
つ
も
の
と

思
う
▼
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
よ

く
言
っ
た
物
だ
と
今
更
な
が
ら
に
考

え
る
。
40
年
間
の
数
字
は
確
か
に
大

き
く
見
え
る
が
、
己
の
頭
の
中
に
過

ぎ
っ
て
く
る
さ
ま
ざ
な
想
い
出
は

「
あ
っ
！
」
と
言
う
間
の
時
間
の
よ

う
で
あ
る
▼
こ
れ
か
ら
は
残
さ
れ
た

期
間
、
再
び
、
皆
さ
ま
に
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
ベ
ン
）


